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２０２５年度版 庄内自然エネルギー発電基金協議会助成金
事業報告書の発刊にあたって

　現在、庄内地域は若者の流出や出生数の減少による急激な人口減少、気候変動への対応、
地域医療・福祉の維持など、多くの課題に直面しています。一方で、この地には豊かな食、
自然、伝統・文化、人のつながりという大きな強みをもち、地域の未来を自らの手で切り
拓こうとする多様な活動が庄内各地で行われています。本報告書は、「庄内地域の持続可
能な発展」を推進する特色ある事業について、皆様の参考としてまとめたものです。

　この助成事業は、2019年２月、生活クラブ生協グループと庄内の提携生産者等の出資
により株式会社庄内自然エネルギー発電が設立され、同年５月遊佐町吉出地区にて「庄内・
遊佐太陽光発電所」が本格稼働しました。地域の自然エネルギーから生まれた価値を、再
び地域の皆様に還元したいという申し出があり、売電収益の一部をご寄附いただくことと
なり2020年３月酒田市に「庄内自然エネルギー発電基金」が創設されました。この継続
的なご支援が、地域の新たな挑戦を支えています。

　この貴重な財源を地域の未来につなげるため、酒田市、遊佐町、生活協同組合庄内親生
会（現 生活クラブ庄内生活協同組合）、生活クラブ事業連合生活協同組合連合会、株式会
社庄内自然エネルギー発電の５者による「庄内自然エネルギー発電基金協議会」を2021
年２月に設立いたしました。当協議会では、「食（FOOD）・エネルギー（ENERGY）・ケ
ア（CARE）」を軸に、持続可能な地域社会づくりに挑む活動を2023年度から広く公募し、
支援しています。

　本報告書には、食の循環づくり、再生可能エネルギーの活用、地域福祉や教育、伝統・
文化の継承など、庄内の未来を形づくる先進的な実践が数多く掲載されています。それぞ
れの取り組みは小さな一歩かもしれませんが、地域の定住人口・交流人口・関係人口の広
がりへと確かな流れを生み出していることも事実です。

　本書が活動に取り組む皆様のきっかけづくりや新たなヒントとなり、首都圏などとの地
域連携による次のまちづくりへの挑戦を生み出すきっかけとなることを願っています。

　2026年度も、酒田市・遊佐町・生活クラブ事業連合生活協同組合連合会等を窓口に、
庄内全域から助成事業の公募を行います。多くの団体・グループの皆さまからの積極的な
ご応募を心よりお待ちしております。

　　2026年５月
� 庄内自然エネルギー発電基金協議会共同代表
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創設の経緯

庄内自然エネルギー発電基金について

　令和元年5月30日、酒田市、遊佐町、生活クラブ事業連合生活協同組合連合会、生活
協同組合庄内親生会（現 生活クラブ庄内生活協同組合）、株式会社庄内自然エネルギー
発電の5者は、持続可能な庄内地域の未来に向かって連帯し、地域社会づくりに貢献す
ることを目的とした、共同宣言および協定締結を行いました。
　この内容は、主要な産地として酒田市・遊佐町と提携の歴史の深い生活クラブ生協グ
ループと庄内の提携生産者等の出資により設立された株式会社庄内自然エネルギー発電
が運営する「庄内・遊佐太陽光発電所」の売電利益を、庄内地域の持続可能な地域社会
づくりに活用いただきたいとの意向に基づき、その理念と仕組みを明文化したものです。
　売電利益の寄附を受けた酒田市は、庄内自然エネルギー発電基金を設立し、5者で協
議される共同宣言の理念に基づく事業に対し、活用していくこととしています。

基金助成事業

　令和3年2月22日、酒田市を含む上記の共同宣言5者は、協定書の趣旨に基づき、酒
田市庄内自然エネルギー発電基金を活用した取り組みの一層の活性化に資することを目
的に協議機関を設置しました。
　基金協議会（共同代表 酒田市長･遊佐町長）は、令和5年度より持続可能なまちづく
りための事業に助成を開始し、広く一般に公募を行っています。

　生活クラブでは原発にたよらない、人と
自然が共生する社会をめざして、エネル
ギーを「減らす」（省エネをすすめエネル
ギーの使用を減らす）、「つくる」（自然エ
ネルギーをつくる）、「使う」（自然エネル
ギーを選択して使う）を柱とするエネル
ギー政策（生活クラブ総合エネルギー政策）
を推進しています。
　自然エネルギーを「つくる」活動として、
山形県遊佐町で約2年の歳月をかけて建設
がすすめられてきた「庄内・遊佐太陽光発
電所」の稼働が2019年2月にはじまりまし
た。これを記念して、5月30日に現地見学
会とFEC自給ネットワーク構想（＊）をテー
マとした記念フォーラムが開催されました。
（＊）生活に欠かせない「食（Food）」「エネルギー
（Energy）」「福祉（Care）」のしくみを自分たちでつく
りだす社会をめざす構想。内橋克人氏（評論家、旧
2012国際協同組合年全国実行委員会・委員長）が提唱。
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 ２０２５年度(令和７年度)役員‧運営委員会委員‧助成事業選考審査会委員 

 ■役員‧運営委員 

 名 称  所 属  職 名  ⽒ 名 

 共同代表  酒⽥市  市⻑  ⽮⼝ 明⼦ 

 共同代表  遊佐町  町⻑  松永 裕美 

 運営委員⻑  ⽣活クラブ連合会  専務理事  柳下 信宏 

 監事  (株)庄内⾃然エネルギー発電  取締役  新⽥ 嘉七 

 監事  ⽣活クラブ庄内⽣活協同組合  理事  茂⽊ 陽⼀ 

 運営委員⻑代理  ⽣活クラブ連合会  顧問  伊藤 由理⼦ 

 運営委員  酒⽥市  総務部⻑  前⽥ 茂男 

 運営委員  遊佐町  企画課⻑  渡会 和裕 

 運営委員  (株)庄内⾃然エネルギー発電  取締役  伊藤 智裕 

 運営委員  ⽣活クラブ庄内⽣活協同組合  理事  茂⽊ 陽⼀ 

 ■審査会委員 

 名 称  所 属  職 名  ⽒ 名 

 委員⻑(運営委員⻑代理)  ⽣活クラブ連合会  顧問  伊藤 由理⼦ 

 委員(協議会推薦委員)  東北公益⽂科⼤学  教授  古⼭ 隆 

 委員(協議会推薦委員)  東北芸術⼯科⼤学  教授  三浦 秀⼀ 

 委員(酒⽥市指名委員)  酒⽥市  総務部 
 市⻑公室⻑  佐藤 慶⼦ 

 委員(遊佐町指名委員)  遊佐町  産業課⻑  太⽥ 智光 

 委員(酒⽥市推薦委員)  酒⽥市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･公益活動ｾﾝﾀｰ  推進員  藤井 淳⼦ 

 委員(遊佐町推薦委員)  遊佐町共同開発⽶部会  事務局⻑  池⽥ 恒紀 

 庄内⾃然エネルギー発電基⾦協議会 
 （庄内FEC⾃給ネットワーク構想) 

 ⾏政（酒⽥市、遊佐町）、⽣活協同組合（⽣活クラブ連合会、⽣活クラブ庄内）、⺠間企 

 業（株式会社庄内⾃然エネルギー発電）の5者が連携し推進しています。 

 ●  基⾦の活⽤  : 「庄内‧遊佐太陽光発電所」の売電収益の⼀部を「庄内⾃然エネルギー 

 発電基⾦」として積み⽴てています。 

 ●  助成事業  : 協議会はこの基⾦を活⽤し、FEC構想に沿った地域の活性化や持続可能な 

 まちづくりに取り組む団体‧事業への助成を⾏っています。 

 ●  ローカルSDGsの推進  : 地⽅と都市が連携し、⼈⼝減少な$の地域課題を解決する 

 「地域循環共⽣圏」のモデルケースとして期待されています。 
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【一般公募者】 酒田ヒストリープロダクション
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【一般公募者】 酒田でファイバーリサイクルをすすめる会
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【一般公募者】 ねこやま社中

URL：https://www.youtube.com/watch?v=vWX0AS2vpkI
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2025年度庄内自然エネルギー発電基金助成事業 報告書（抜粋）
【共同宣言5者】 酒田市/生活クラブ庄内
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■第１回 検討会                 

日時／令和 7年 4月 17 日（木）13:30～15:30 

場所／市役所４階 災害対策室 

●「買い物弱者対策検討事業実行委員会」の設置 

（目的）主として酒田市中心市街地地域における買い物弱者対策を検討すること 

（事業内容）各種事例調査・需要調査等を実施し、具体的な買い物弱者対策を検討する 

（構成団体）生活クラブ庄内・生活クラブ連合会・酒田市の３者 

事務局（会計）は、生活クラブ庄内にお願いする 

●今後の方向性について 

・中心市街地の買い物弱者支援を目的とし、単なる物販にとどまらず、高齢者が社会とのつながりを持

てる居場所の機能を併せ持つ場所の創出を目指すべき。 

・公共施設や空き店舗を活用し、生活クラブや地元事業者と連携した持続可能な運営モデルの構築を検

討する。必要スペース（約 20～50 坪）の確保が必要。生活クラブの物品を中心としつつ、日配品や

地元惣菜を組み合わせ、小規模店舗から開始してみてはどうか。 

・初期投資として基金活用の可能性はあるが、ランニングコストは自立的に賄う採算モデルが必要。 

・来年度中の立ち上げを目標に、場所の選定（主に市の活用可能資産の洗い出し）、周辺人口データの

整理、既存店舗（NPO 法人）との協業の検討を行う。 

 

■第２回 先進事例視察              

日時／令和 7年 7月 14 日（月）～15 日（火） 

場所／生活クラブ店舗等（埼玉、東京） 

●首都圏の生活クラブ拠点、店舗（メゾン、デポー）を視察 

≪行程≫ 

・令和 7年 7月 14 日（月） 埼玉 ≪対応：生活クラブ埼玉 副理事長、常務理事≫ 

  12:00 集合 

12:10 視察① くらぶメゾン志木 ≪対応：ワーカーズ樹≫ 

  14:40 視察② デポー所沢 

  15:30 視察③ 生活クラブ埼玉拠点政策の説明 場所：所沢生活館 

  18:00 交流会 

・令和 7年 7月 15 日（火） 東京 

  10:10 視察④ パスレル保谷／デポー西東京 

  ≪対応：NPO ﾌﾟﾗｽ･ﾄﾞ･西東京 事務局長≫ 

11:40 視察⑤ デポー国領駅前 

12:20 視察⑥ 生活クラブ館（せたがや） 

14:00 解散 
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 令和７年度 買い物弱者対策検討事業 実施報告書  

買い物弱者対策検討事業実行委員会 

（生活クラブ庄内・生活クラブ連合会・酒田市） 

令和８年２月 

１ 背景・目的                                                   

買い物弱者とは、「住んでいる地域で日常の買い物をしたり、生活に必要なサービスを受けたりする

のに困難を感じる人たちのこと」であると定義されており、日本国内においては約 700 万人以上が買い

物弱者となっているとの調査結果もある。（出典：経済産業省「買い物弱者・フードデザート問題等の

現状及び今後の対策のあり方に関する報告書」） 

こうした状況の中、人口減少・モータリゼーションが進む本市においても、地域の店舗が閉店するこ

とや免許の返納等により各地で買い物弱者が生じており、地域が持続可能であるための大きな課題の一

つとなっている。本事業においては、近年、小売店舗が撤退したことにより買い物弱者問題が発生して

いる中心市街地における買い物弱者対策について、デポーの可能性も含め検討する調査事業を実施した

ものである。 

デポーは、1982 年に神奈川県で始まった生活クラブの商品を扱う店舗であり、現在は東京、神奈川、

千葉、埼玉の４都県で展開されている。生活クラブは、全国 21都道府県でそのサービスを展開してい

るが、地方都市においてデポーを出店した事例はない状況となっている。 

   

２ 事業内容                                    

 令和７年度庄内自然エネルギー発電基金協議会の助成事業として、生活クラブ庄内・生活クラブ連合

会・酒田市の３者で「買い物弱者対策検討事業実行委員会」を設置し、中心市街地における買い物弱者

対策の調査・検討事業を実施した。 

 

（１）検討会の実施（全７回）                            

 開催日 内 容 

［第１回］ 

検討会 

令和 7年 4月 17 日（木） ・「買い物弱者対策検討事業実行委員会」の設置 

・今後の方向性について 

［第２回］ 

先進事例視察 

令和 7年 7月 14 日（月） 

～15 日（火） 

・首都圏の生活クラブ拠点、店舗（メゾン、デポ

ー）を視察 

[第３回] 

検討会 

令和 7年 8月 12 日（火） ・先進事例視察の振り返り 

・今後の方向性、事業内容について 

［第４回］ 

検討会 

令和 7年 10 月 21 日（火） ・令和８年度実施事業について 

［第５回］ 

検討会 

令和 7年 11 月 26 日（水） ・関係事業者・団体ヒアリング、意見交換 

 

［第６回］ 

検討会 

令和 7年 12 月 25 日（木） ・まちなかグランドデザイン素案共有、意見交換 

・令和８年度実施事業について 

［第７回］ 

検討会 

令和 8年 1月 23 日（金） ・令和８年度助成金交付申請書について 

・令和８年度実施事業について 
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◆視察② デポー所沢（生活クラブの店舗）  

・１階：デポー所沢（運営：ワーカーズ）、２～３階：住宅 

・品揃えはスーパーで、広さはコンビニ程度 

・生活クラブが生産者と直接やりとりして作られた野菜、魚、肉、加工品、生活用品など、環境や健

康に配慮した商品が並ぶ 

・平田牧場の肉、加工品コーナーもあり 

・利用は組合員に限られる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆視察③ 生活クラブ埼玉拠点政策 ＠所沢生活館  

・生活クラブ埼玉の事業全体の説明 

・所沢生活館：ホール（ワーカーズが市からの受託で放課後児童クラブを運営）、キッチン、会議室 

・助け合いの「エッコロ制度」で困りごとのサポートを実施 

対応例：消費材配達、家事、見守り・話し相手、託児、送迎等 
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◆視察① くらぶメゾン志木  

・生活クラブ埼玉の活動拠点の一つ 

・柳瀬川駅前の２階建て複合ビル内に立地、近隣に 3,000 世帯の団地がある 

【１階 結（ゆい）】 

・生活クラブ埼玉からの受託事業で、共同購入品の受け取り場所として運営 

・月～金／12:30～19:00、土／14:00～17:00 

・冷凍冷蔵庫完備、ドライ品受取用の棚あり 

・ワーカーズ・コレクティブ樹（もり）のスタッフが常駐し運営（7人） 

・1日平均 60人の組合員が利用 

・加工品（冷凍品）、惣菜、セットものの人気が高い 

・共同購入品の受け取り場所として、冷凍冷蔵庫は必須 

・試食による PR は集客、組合員増に効果的 

・配送は単価が低く採算面で課題があり実施していない 

・共同購入や活動を通じ、人々が集まり、話せる場所としても意義がある 

【２階 リトルキッチン樹 ～コミュニティカフェ～】 

・ワーカーズ（任意団体）による自主事業 

・弁当・惣菜・焼き菓子の販売、カフェ運営 

・社会参加による生きがい、仲間づくり 

【２階 IMA（イマ）】 

・多目的スペースとして、生活クラブや組合員の会議、イベントに利用、小キッチンもあり 
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・共同購入品の受け取り場所として、冷凍冷蔵庫は必須 

・試食による PRは集客、組合員増に効果的 

・配送は単価が低く採算面で課題があり実施していない 

・共同購入や活動を通じ、人々が集まり、話せる場所としても意義がある 
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◆全体を通して  

・共同購入拠点は、買い物機能に加え、高齢者の交流の場としても機能している。設備面では、冷凍冷

蔵庫の導入によりある程度の顧客数に対応する生鮮品対応が可能になる。 

・デポーの形態による店舗運営には、生活クラブ連合会のような強力な資金・ノウハウによるバックア

ップが不可欠であり、酒田での単独運営には高いハードルがあるとの印象を持った。 

・運営の担い手として、社会参加を重視するワーカーズ・コレクティブのような存在が重要となる。 

・生活クラブは福祉活動（エッコロ制度等）を展開しており、地域福祉の拠点としても機能している。 

・酒田の市場特性を考慮し、他事業者との相乗りや、組合員・非組合員の両者を対象とする店舗の運営

可能性など、柔軟な運営形態を検討する必要がある。 

・生活クラブが実践するメゾン、デポーを拠点としたまちづくりの理念は、本事業における買い物弱者

対策の検討においても大いに参考とすべき内容である。 

・今後、実行委員会で、場所や運営形態について具体的検討を進め、実施主体と想定される生活クラブ

庄内と連携し、採算性や実現可能性の検討を行っていく。 

 

■第３回 検討会                 

日時／令和 7年 8月 12日（火）17:00～18:30 

場所／市役所４階 災害対策室 

●視察の振り返り 

●全体方針（事業のあり方） 

・視察結果を踏まえ、買い物弱者対策と商店街活性化を統合した事業の方向性が議論され、単なる買い

物支援にとどまらず、まちづくりの文脈で本事業を位置づけるべきとの意見が出された。特に、市が

策定中の「まちなかグランドデザイン」との整合性を確保すること、旧清水屋跡地の活用方針を見据

えた事業展開が不可欠となる。 

・単一店舗の設置では持続が困難であり、回遊性のある空間づくり、まちづくりの観点も踏まえて検討

が必要。 

・買い物弱者の再定義も含め、事業の目的を再度整理し明確化する。 

●有識者（広井良典氏）による学習会資料の共有（生活クラブ連合会より） 

・持続可能な福祉社会、商店街の復権－歩いて楽しめるコミュニティ空間－ 

●店舗・拠点の検討 

・運営主体は、生活クラブ庄内やワーカーズ等の連携を視野に入れているが、物流コストや設備経費、

人件費等の収支実態を考慮した現実的な設計が求められる。 

・事業運営の持続性を高めるため、地域プレーヤーの育成や公益大生との連携など、地域人材の巻き込

みを図る形がよい。 

・場所は、本間病院周辺など集客が見込める立地を候補として検討する。 

・組合員以外への販売や、生産者による即売など利用の裾野を広げる工夫を検討する。 

 

■第４回 検討会                 

日時／令和 7年 10月 21日（火）14:00～16:00 

場所／TOCHiTO交流棟１階 多目的ホール 

●令和８年度実施事業の検討 

・本事業における買い物弱者を「中心市街地（中町エリア）における小売店の撤退により、高齢者等を
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◆視察④ パスレル保谷、デポー西東京  

・１階：デポー西東京、カフェ（運営：ワーカーズ） 

・２階：NPOプラス・ド・西東京（事務所）、イベントスペース、貸会議室、シェアオフィス、デイサー

ビス・訪問介護事業所  ・３～４階：住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆視察⑤ デポー国領駅前            ◆視察⑥ 生活クラブ館（せたがや）  

・デポーの中では最も小規模           ・１階：デポーせたがや 

（酒田で運営するとしたら適度な規模感か）    ・地下１階：カフェ＆ダイニング素々 

（運営：ワーカーズ） 

・２階：子育て広場、貸会議室 

・３階：生活クラブ東京 本部（事務所） 
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■第６回 検討会                 

日時／令和 7年 12月 25日（木）13:30～15:30 

場所／市役所４階 災害対策室 

●まちなかグランドデザイン素案の共有、意見交換 

・市都市デザイン課から素案の説明と、人口減少が加速する中でまちの機能を維持するためには中心部

への集積を図っていくことが不可欠で、そのために中心市街地の活性化が必要との考えが示された。 

・実行委員からは、歩きたくなるまちとしての環境づくりや、空き店舗活用における若者の活動の受け

皿の必要性、民間事業者の設備投資をグランドデザインと整合させるために行政が主導的な役割を果

たすことを期待する意見が出された。 

●令和８年度実施事業について 

・方針見直しの提案（市） 

これまで店舗を想定し、共同購入拠点と総菜や地元の野菜販売の組み合わせるモデルの実証事業を検

討してきた。しかし、運営主体のなり手や運営主体のなり手の課題があり、また中町エリアに買い物

弱者対策を目的とする店舗が既にある中、新たな店舗の開設は合理的でないと考えられる。そこで、

令和８年度は、既存事業者と生活クラブ庄内、生活クラブ連合会が連携し、地域人材の巻き込みを図

りながら、人手等の課題から実施できていない宅配サービスの実証実験に取り組むこととしたい。 

・これに対し、市の買い物弱者対策として妥当な内容か、果たして有効な対策となり得るか、生活クラ

ブが関わる意義が見い出せないのではといった疑問の意見が出されたが、実現可能性が見込まれる形

での実証実験として見直し案のとおり取り組ませていただくこととなった。 

・買い物支援実証実験は、４～８月を準備期間とし、９月からの開始を目指す。宅配サービスの拠点

は、NPO法人が運営する既存店舗と、生活クラブが中町に設けた配送拠点とし、宅配を担う地域人材

の巻き込みを図りながら実施する。 

・生活クラブでは、配送コース設定の目安人数を目標として設定し、クリアしたら宅配サービスをスタ

ートさせるなどの具体的運用を検討していく。 

 

■第７回 検討会           

      日時／令和 8年 1月 23日（金）15:00～16:30 

場所／TOCHiTO交流棟１階 多目的ホール 

●令和８年度助成金交付申請書について 

・事業概要に実証実験で検証する項目を明記することとし、生活クラブ庄内は、実証実験における市場

調査、利用者の開拓を主軸とし、その人件費を支援対象とする方針が確認された。 

●令和８年度実施事業について 

・実証実験の意義として、単なるサービス提供ではなく、買い物弱者対策の理想形と現状のギャップを

埋め、かつ収支が成り立つ持続可能なモデルを検証することが求められる。市が関与する意義や全体

像の明確化が課題として挙げられ、令和８年度に向けては実行委員会メンバーに市の買い物弱者対策

担当課も含めるなど、より効果的な体制の整備を図る。 

・実証実験を通じて NPO法人、生活クラブ、農業者団体の３者がそれぞれの機能を活かしてどう課題解

決していくかを検討するものであり、それぞれの利用者がどれくらい増えるかを測り、その中で継続

的にできることを探っていく。情報共有で連携することにも意義がある。 

・この実証実験で助成金を活用しながらニーズ把握と利用者の拡大に取り組むことで、その後の自立し

た持続性の高い事業展開につなげることを目指す 

・既存の宅配サービス実施事業者との競合を考慮し、事前の情報共有やヒアリングを実施する。 
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中心に、当該エリアで働いている人も含め、日常的な食料品等の買い物に支障をきたしている方」と

定義することを再確認。 

・市としては、現状では、買い物ニーズや採算性が不明確であること、また旧清水屋跡地の動向も未定

であることから中町エリアでの本格的な店舗運営ではなく、まずは買い物ニーズの把握と採算性の検

証を目的とした試行的な実証事業を行う方針を提案。買い物支援実証型市場調査として、生活クラブ

の共同購入拠点機能と既存事業者・団体の食品等販売機能を併せ持つスペースを試行的に開設し、中

心市街地における買い物ニーズの市場調査を行い、運営の有効性を検証するもの。場所として、中町

エリアの市公共スペースを３案提示。 

・事業者としては、実店舗の構想には詳細なマーティングと納得のいく収支計画が不可欠であり、ま

た、既存のアンケート調査では潜在的なニーズを捉えきれない部分もあるため、共同購入拠点をメイ

ンとした実証事業は市場調査として意義がある。 

・生活を支える拠点となるには充実した品揃えが必須であり、複数事業者による連携や、共同購入拠点

機能と販売機能の併用が望ましい。次回検討会では、生活クラブ庄内、NPO法人、農業者団体、生活

クラブの実情についてヒアリング及び意見交換を行い、実証事業の内容と連携を検討する。 

・歩いて暮らせるまちを前提とした事業を展開するため、まちなかグランドデザインデザインや旧清水

屋の利活用方針との整合を図る。まちづくりの視座を深めるため、京都大学広井良典教授による学習

会の開催を検討する。 

 

■第５回 検討会                 

日時／令和 7年 11月 26日（水）10:00～11:20 

場所／市役所４階 災害対策室 

●関係事業者・団体ヒアリング、意見交換 

・市から、中心市街地の町別・年代別人口について資料提供。中心市街地エリアの人口は約 7,710人で

高齢化率は 46.2％（市全体 38％）と高い。65歳以上が多く、75歳以上は約 2,100人と高齢者需要が

高いエリアである。 

・中町で買い物弱者対策を目的とした店舗を運営している NPO 法人からは、高齢者は小分けされた生鮮

品や弁当・総菜を好み、買い物中の会話を通じたコミュニケーションを重視する傾向があることが報

告された。一方で、店舗運営は利益確保が課題であること、また過去に実施したことがある宅配サー

ビスは好評を得ていたが、小分けの手間や不在対応などのコスト面と人手確保に課題があり、現在は

実施できていない現実も報告された。 

・市役所や日本海総合病院で定期的にマルシェを開催している女性農業者団体からは、以前中町でマル

シェを開催していたときに、平日はお客さんが来たが、土日は来なかったことや、上の世代が運営し

ていた団体で 500 円の野菜セットを月１回宅配して好評を得ていたが、配達人員の確保が継続の課題

となり高齢化で廃止となったことが報告された。 

・組合員向けの共同購入拠点に、既存店舗や農業者団体と連携して総菜や地元の野菜販売を組み合わせ

るモデルの実証事業を検討していくこととされた。そのために、世帯状況（独居高齢者等）を正確に

把握して効率的な運営計画の参考にすること、冷凍冷蔵庫等の設備投資の是非を含めて現実的なコス

ト構造を把握すること、持続可能な事業スキームの確立に向けて市民ファンド等の外部資金の活用も

検討することとされた。 
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■第６回 検討会                 

日時／令和 7年 12月 25日（木）13:30～15:30 

場所／市役所４階 災害対策室 

●まちなかグランドデザイン素案の共有、意見交換 

・市都市デザイン課から素案の説明と、人口減少が加速する中でまちの機能を維持するためには中心部

への集積を図っていくことが不可欠で、そのために中心市街地の活性化が必要との考えが示された。 

・実行委員からは、歩きたくなるまちとしての環境づくりや、空き店舗活用における若者の活動の受け

皿の必要性、民間事業者の設備投資をグランドデザインと整合させるために行政が主導的な役割を果

たすことを期待する意見が出された。 

●令和８年度実施事業について 

・方針見直しの提案（市） 

これまで店舗を想定し、共同購入拠点と総菜や地元の野菜販売の組み合わせるモデルの実証事業を検

討してきた。しかし、運営主体のなり手や運営主体のなり手の課題があり、また中町エリアに買い物

弱者対策を目的とする店舗が既にある中、新たな店舗の開設は合理的でないと考えられる。そこで、

令和８年度は、既存事業者と生活クラブ庄内、生活クラブ連合会が連携し、地域人材の巻き込みを図

りながら、人手等の課題から実施できていない宅配サービスの実証実験に取り組むこととしたい。 

・これに対し、市の買い物弱者対策として妥当な内容か、果たして有効な対策となり得るか、生活クラ

ブが関わる意義が見い出せないのではといった疑問の意見が出されたが、実現可能性が見込まれる形

での実証実験として見直し案のとおり取り組ませていただくこととなった。 

・買い物支援実証実験は、４～８月を準備期間とし、９月からの開始を目指す。宅配サービスの拠点

は、NPO法人が運営する既存店舗と、生活クラブが中町に設けた配送拠点とし、宅配を担う地域人材

の巻き込みを図りながら実施する。 

・生活クラブでは、配送コース設定の目安人数を目標として設定し、クリアしたら宅配サービスをスタ

ートさせるなどの具体的運用を検討していく。 

 

■第７回 検討会           

      日時／令和 8年 1月 23 日（金）15:00～16:30 

場所／TOCHiTO交流棟１階 多目的ホール 

●令和８年度助成金交付申請書について 

・事業概要に実証実験で検証する項目を明記することとし、生活クラブ庄内は、実証実験における市場

調査、利用者の開拓を主軸とし、その人件費を支援対象とする方針が確認された。 

●令和８年度実施事業について 

・実証実験の意義として、単なるサービス提供ではなく、買い物弱者対策の理想形と現状のギャップを

埋め、かつ収支が成り立つ持続可能なモデルを検証することが求められる。市が関与する意義や全体

像の明確化が課題として挙げられ、令和８年度に向けては実行委員会メンバーに市の買い物弱者対策

担当課も含めるなど、より効果的な体制の整備を図る。 

・実証実験を通じて NPO法人、生活クラブ、農業者団体の３者がそれぞれの機能を活かしてどう課題解

決していくかを検討するものであり、それぞれの利用者がどれくらい増えるかを測り、その中で継続

的にできることを探っていく。情報共有で連携することにも意義がある。 

・この実証実験で助成金を活用しながらニーズ把握と利用者の拡大に取り組むことで、その後の自立し

た持続性の高い事業展開につなげることを目指す 

・既存の宅配サービス実施事業者との競合を考慮し、事前の情報共有やヒアリングを実施する。 
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中心に、当該エリアで働いている人も含め、日常的な食料品等の買い物に支障をきたしている方」と

定義することを再確認。 

・市としては、現状では、買い物ニーズや採算性が不明確であること、また旧清水屋跡地の動向も未定

であることから中町エリアでの本格的な店舗運営ではなく、まずは買い物ニーズの把握と採算性の検

証を目的とした試行的な実証事業を行う方針を提案。買い物支援実証型市場調査として、生活クラブ

の共同購入拠点機能と既存事業者・団体の食品等販売機能を併せ持つスペースを試行的に開設し、中

心市街地における買い物ニーズの市場調査を行い、運営の有効性を検証するもの。場所として、中町

エリアの市公共スペースを３案提示。 

・事業者としては、実店舗の構想には詳細なマーティングと納得のいく収支計画が不可欠であり、ま
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屋の利活用方針との整合を図る。まちづくりの視座を深めるため、京都大学広井良典教授による学習

会の開催を検討する。 

 

■第５回 検討会                 

日時／令和 7年 11月 26日（水）10:00～11:20 

場所／市役所４階 災害対策室 

●関係事業者・団体ヒアリング、意見交換 

・市から、中心市街地の町別・年代別人口について資料提供。中心市街地エリアの人口は約 7,710人で

高齢化率は 46.2％（市全体 38％）と高い。65歳以上が多く、75歳以上は約 2,100人と高齢者需要が

高いエリアである。 

・中町で買い物弱者対策を目的とした店舗を運営している NPO 法人からは、高齢者は小分けされた生鮮

品や弁当・総菜を好み、買い物中の会話を通じたコミュニケーションを重視する傾向があることが報

告された。一方で、店舗運営は利益確保が課題であること、また過去に実施したことがある宅配サー

ビスは好評を得ていたが、小分けの手間や不在対応などのコスト面と人手確保に課題があり、現在は

実施できていない現実も報告された。 

・市役所や日本海総合病院で定期的にマルシェを開催している女性農業者団体からは、以前中町でマル

シェを開催していたときに、平日はお客さんが来たが、土日は来なかったことや、上の世代が運営し

ていた団体で 500円の野菜セットを月１回宅配して好評を得ていたが、配達人員の確保が継続の課題

となり高齢化で廃止となったことが報告された。 

・組合員向けの共同購入拠点に、既存店舗や農業者団体と連携して総菜や地元の野菜販売を組み合わせ

るモデルの実証事業を検討していくこととされた。そのために、世帯状況（独居高齢者等）を正確に

把握して効率的な運営計画の参考にすること、冷凍冷蔵庫等の設備投資の是非を含めて現実的なコス

ト構造を把握すること、持続可能な事業スキームの確立に向けて市民ファンド等の外部資金の活用も

検討することとされた。 
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（２）検討結果のまとめ                               

令和７年度に、生活クラブ庄内・生活クラブ連合会・酒田市で構成する実行委員会を設置し、本市中

心市街地における買い物弱者対策の検討を行った。本事業は、日常的な食料品等の販売に加え、高齢者

が社会とのつながりを持てる機会の確保も含め、持続可能な運営モデルの構築につなげることを主眼と

する調査・検討事業として実施した。 

全７回の検討会を通じて、主に店舗を想定した場所や運営形態等についての検討、生活クラブが運営

する首都圏のメゾンやデポー等の先進事例視察、地元団体・NPOへのヒアリングを実施した。 

【主なポイント】 

・高齢化率の高い中心市街地において、単なる買い物機能だけでなく、高齢者の交流の場や市民の社会

参加機会の創出の視点が必要。 

・市が策定中の「まちなかグランドデザイン」や旧清水屋跡地の利活用と整合した事業展開を重視。 

・視察では、共同購入拠点が買い物の場に加えて交流の場としても機能している一方、店舗運営には強

力な資金・ノウハウが必要であり、本市エリアでの同様の形態を実現するには高いハードルがあるこ

とを認識。 

・既存店舗や地元農産物販売と共同購入拠点の一体運営を検討したが、賃料など持続可能性に課題。 

・地元団体・NPOからのヒアリングでは、過去に宅配サービスが好評であったものの、人手不足やコス

ト面から維持が困難になったという実情を共有。 

 

 

 

 

本事業では当初、既存事業者が運営する店舗及び農業者と生活クラブ共同購入拠点を組み合わせたモ

デルでの実証事業を検討したが、運営主体の確保や採算性の課題、既存店舗との連携を考慮し、令和８

年度は「宅配サービスの実証実験」に軸足を移すこととした。具体的には、NPO法人や農業者団体等の

既存リソースと生活クラブの配送拠点がそれぞれの機能を活かし、見守り機能も含む宅配サービス、共

同購入拠点の運営を、相互に連携しつつ地域人材を巻き込みながら試行する。 

実証実験を通じて、①利用者数・客層（年代等）、②商品ニーズ、③配送の運営方法、④収支経費、

⑤利用者の満足度・改善点、⑥地域人材の参画等について検証し、事業者と地域人材による持続性の高

い買い物弱者支援につなげていく。 
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【共同宣言5者】 遊佐町
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【共同宣言5者】 生活クラブ事業連合生活協同組合連合会
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【共同宣言5者】 生活クラブ庄内生活協同組合
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資料提供「ショウナイアグリ図鑑」（Bloom）
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 庄内⾃然エネルギー発電基⾦助成事業⼀覧 

 実施年度  種別  №  団体の名称  事　　業　　名 
 助成額 

 (円) 

 R4年度 

 2022年度 
 5者事業 

 1 

 生活クラブ事業連合生活協同組合連 

 合会 

 酒田市 

 庄内・産地暮らしプロジェクト  12,683,000 

 2  遊佐町  遊佐町農村環境保全機械整備事業  1,200,000 

 R5年度 

 2023年度 

 一般事 

 業 

 1 
 TOCHｉＴＯ入居予定者による「参加す 

 る暮らし」実現化検討プロジェクト 

 「参加する暮らし」実現化に向けての庄内地 

 域ニーズ・資源調達事業 
 193,281 

 2 
 庄内文化を知り、都市部とつなぎ、子 

 どもらに伝承するプロジェクト 

 移住者による庄内文化の都市部への発信 

 と体験・取得・伝承事業 
 198,249 

 3 

 みんなのミシン・アイロン・掃除機から 

 始めるシェアする暮らし検討プロジェ 

 クト 

 家電・スキル（昔ながらの知恵）をシェアす 

 る暮らし検討プロジェクト 
 199,994 

 4 
 TOCHｉTOからはじめる「さかたオープ 

 ンガーデン」プロジェクト 

 ＴＯＣＨｉＴＯ発「さかたオープンガーデン」展 

 開事業 
 199,713 

 5  ＴＯＣＨｉＴＯフードアクション 
 山形県産フルーツとハーブによる 

 ＴＯＣＨｉＴＯブランドフード試作 
 193,768 

 6  Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｃａｆｅ　庄内 
 英語で楽しく会話するカフェイベント（ 

 English Cafｅ）を通じた国際交流　 
 213,794 

 5者事業 

 1  TOCHiTOプロジェクト（酒田市）  ナリワイプロジェクト推進事業  2,415,740 

 2  遊佐町  遊佐町農村環境保全機械整備事業  811,000 

 3 
 生活クラブ事業連合生活協同組合連 

 合会 
 庄内協議会高たんぱく飼料用米栽培試験  438,100 

 4  生活協同組合庄内親生会 

 除草における農薬散布ゼロに向けた有機栽 

 培拡大のための「みどりの食糧システム」 

 （アイガモロボ） 

 500,000 

 R6年度 

 2024年度 

 一般事 

 業 

 1 
 酒田でファイバーリサイクルをすすめ 

 る会 
 古着や古繊維類の資源化  174,000 

 2  ワーカーズコレクティブ発足準備会 
 TOCHiTO発いくつになっても誰かの役に立 

 ちたいを叶えるプロジェクト 
 196,000 

 3  みんなの居場所 古民家玉手箱  ぼくたちのふるさと歴史探訪プロジェクト  100,000 

 4  日本海企画合同会社  庄内遊YOU米おこしの新商品開発  200,000 

 5  遊佐混声合唱団 
 遊佐混声合唱団×江上孝則演奏会「遊佐 

 讃歌」 
 200,000 

 5者事業 

 1  酒田市  ナリワイコンベンション事業  1,330,000 

 2  遊佐町  遊佐町餅加工場整備事業  14,979,000 

 3 
 生活クラブ事業連合生活協同組合連 

 合会 
 庄内協議会高タンパク飼料用米栽培試験  709,000 

 ２０２６年度(令和８年度)庄内⾃然エネルギー発電基⾦助成 採択事業 

 【⼀般公募者】  採択7事業 

 徳尼公御廟修復事業 
  団体名 徳尼公御廟修復事業実⾏委員会       助成額   200,000円 

 企業‧団体‧市⺠と連携した 
 古着、古布などのリユース、リ�アの推進による地域循環促進事業 
  団体名 酒⽥でファイバーリサイクルをすすめる会  助成額   200,000円 

 第3回⾶島盆踊り 
  団体名 ⾶島盆踊り実⾏委員会           助成額   200,000円 

 「はじめのいっぽマルシェ」で地域を元気に
るプロジェクト 
  団体名 はじめのいっぽマルシェプロジェクト    助成額   100,000円 

 バリアフリーのダンスワークのための体制検討事業 
  団体名 Akiダンスワーク〜遊〜            助成額    200,000円 

 交流と⾃然体験による地域課題解決ツーリズム 
  団体名 遊佐町⾃然体験観光推進協議会         助成額    200,000円 

 ⻩⾦の⾥ イノシシ対策プロジェクト 
  団体名   ⼀般社団法⼈庄内体験活動協議会           助成額  200,000円 

 【共同宣⾔5者】   採択3事業 

 買い物⽀援実証実験 
  団体名 酒⽥市                 助成額 1,700,000円 

 遊佐町農村環境保全機械整備事業 
  団体名 遊佐町                    助成額 1,000,000円 

 庄内協議会⾼タンパク飼料⽤⽶栽培、給餌試験 
  団体名 ⽣活クラブ事業連合⽣活協
組合連合会       助成額 1,600,000円 

                              以上10 事業 

酒田市買い物支援実証実験
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 庄内⾃然エネルギー発電基⾦助成事業⼀覧 

 実施年度  種別  №  団体の名称  事　　業　　名 
 助成額 

 (円) 

 R4年度 

 2022年度 
 5者事業 

 1 

 生活クラブ事業連合生活協同組合連 

 合会 

 酒田市 

 庄内・産地暮らしプロジェクト  12,683,000 

 2  遊佐町  遊佐町農村環境保全機械整備事業  1,200,000 

 R5年度 

 2023年度 

 一般事 

 業 

 1 
 TOCHｉＴＯ入居予定者による「参加す 

 る暮らし」実現化検討プロジェクト 

 「参加する暮らし」実現化に向けての庄内地 

 域ニーズ・資源調達事業 
 193,281 

 2 
 庄内文化を知り、都市部とつなぎ、子 

 どもらに伝承するプロジェクト 

 移住者による庄内文化の都市部への発信 

 と体験・取得・伝承事業 
 198,249 

 3 

 みんなのミシン・アイロン・掃除機から 

 始めるシェアする暮らし検討プロジェ 

 クト 

 家電・スキル（昔ながらの知恵）をシェアす 

 る暮らし検討プロジェクト 
 199,994 

 4 
 TOCHｉTOからはじめる「さかたオープ 

 ンガーデン」プロジェクト 

 ＴＯＣＨｉＴＯ発「さかたオープンガーデン」展 

 開事業 
 199,713 

 5  ＴＯＣＨｉＴＯフードアクション 
 山形県産フルーツとハーブによる 

 ＴＯＣＨｉＴＯブランドフード試作 
 193,768 

 6  Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｃａｆｅ　庄内 
 英語で楽しく会話するカフェイベント（ 

 English Cafｅ）を通じた国際交流　 
 213,794 

 5者事業 

 1  TOCHiTOプロジェクト（酒田市）  ナリワイプロジェクト推進事業  2,415,740 

 2  遊佐町  遊佐町農村環境保全機械整備事業  811,000 

 3 
 生活クラブ事業連合生活協同組合連 

 合会 
 庄内協議会高たんぱく飼料用米栽培試験  438,100 

 4  生活協同組合庄内親生会 

 除草における農薬散布ゼロに向けた有機栽 

 培拡大のための「みどりの食糧システム」 

 （アイガモロボ） 

 500,000 

 R6年度 

 2024年度 

 一般事 

 業 

 1 
 酒田でファイバーリサイクルをすすめ 

 る会 
 古着や古繊維類の資源化  174,000 

 2  ワーカーズコレクティブ発足準備会 
 TOCHiTO発いくつになっても誰かの役に立 

 ちたいを叶えるプロジェクト 
 196,000 

 3  みんなの居場所 古民家玉手箱  ぼくたちのふるさと歴史探訪プロジェクト  100,000 

 4  日本海企画合同会社  庄内遊YOU米おこしの新商品開発  200,000 

 5  遊佐混声合唱団 
 遊佐混声合唱団×江上孝則演奏会「遊佐 

 讃歌」 
 200,000 

 5者事業 

 1  酒田市  ナリワイコンベンション事業  1,330,000 

 2  遊佐町  遊佐町餅加工場整備事業  14,979,000 

 3 
 生活クラブ事業連合生活協同組合連 

 合会 
 庄内協議会高タンパク飼料用米栽培試験  709,000  実施年度  種別  №  団体の名称  事　　業　　名 

 助成額 

 (円) 

 R7年度 

 2025年度 

 一般事業 

 1  酒田ヒストリープロダクション  YouTubeを活用した地域史の動画制作事業  200,000 

 2 
 酒田でファイバーリサイクルをすすめ 

 る会 

 身近なところからはじめるSDGs 

 個人ができるリユース、リペアの普及と資源 

 回収に伴う調査 

 151,000 

 3  ねこやま社中  地域における埋没文化再生プロジェクト  200,000 

 5者事業 

 1  酒田市  酒田市買い物弱者対策検討事業  819,000 

 2  遊佐町  遊佐町農村環境保全機械整備事業  506,000 

 3 
 生活クラブ事業連合生活協同組合連 

 合会 

 庄内協議会高タンパク飼料用米栽培、給餌 

 試験 
 1,160,000 

 4 
 生活クラブ庄内生活協同組合(旧庄内 

 親生会) 
 新アイガモロボ実証実験  550,000 

 助成金交付額計  40,720,639 

庄内自然エネルギー発電基金助成事業一覧 ２０２６年度(令和８年度)庄内⾃然エネルギー発電基⾦助成 採択事業 

 【⼀般公募者】  採択7事業 

 徳尼公御廟修復事業 
  団体名 徳尼公御廟修復事業実⾏委員会       助成額   200,000円 

 企業‧団体‧市⺠と連携した 
 古着、古布などのリユース、リ�アの推進による地域循環促進事業 
  団体名 酒⽥でファイバーリサイクルをすすめる会  助成額   200,000円 

 第3回⾶島盆踊り 
  団体名 ⾶島盆踊り実⾏委員会           助成額   200,000円 

 「はじめのいっぽマルシェ」で地域を元気に
るプロジェクト 
  団体名 はじめのいっぽマルシェプロジェクト    助成額   100,000円 

 バリアフリーのダンスワークのための体制検討事業 
  団体名 Akiダンスワーク〜遊〜            助成額    200,000円 

 交流と⾃然体験による地域課題解決ツーリズム 
  団体名 遊佐町⾃然体験観光推進協議会         助成額    200,000円 

 ⻩⾦の⾥ イノシシ対策プロジェクト 
  団体名   ⼀般社団法⼈庄内体験活動協議会           助成額  200,000円 

 【共同宣⾔5者】   採択3事業 

 買い物⽀援実証実験 
  団体名 酒⽥市                 助成額 1,700,000円 

 遊佐町農村環境保全機械整備事業 
  団体名 遊佐町                    助成額 1,000,000円 

 庄内協議会⾼タンパク飼料⽤⽶栽培、給餌試験 
  団体名 ⽣活クラブ事業連合⽣活協
組合連合会       助成額 1,600,000円 

                              以上10 事業 
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  ２０２７年度(令和９年度)庄内⾃然エネルギー発電基⾦助成事業 募集内容 

  令和９年度に実施する事業を令和８年度に募集。 
  ⽣活クラブグループと庄内の⽣産者などが出資して設⽴された「庄内⾃然エネルギー発電 
 株式会社」が、庄内‧遊佐太陽光発電所の売電事業益を酒⽥市に寄附して設⽴された基⾦を 
 活⽤して、庄内地域の持続可能なま��くりに寄与する活動への助成を⾏うものです。 

 □助成事業の対象者 
 （１）庄内地域に専ら居住するか、近い将来に居住を予定する２名以上のグループ 
 （２）庄内地域に事業ないし活動の基盤を置く団体（法⼈を含む｡） 
   ※⼀般公募の申請数は1団体1件までとする 

 □交付対象事業 
 （１）再⽣可能エネルギーに2り地域の持続可能性を⾼める取組み 
 （２）農畜林⽔産物ほか⾷料⽣産の振興を図る新たな取り組み 
 （３）住⺠⽣活に��る福祉、保健、医療、教育の増進を図る取り組み 
 （４）地域の⾃然環境、⽣態系の保護及び環境負荷低減に資する取り組み 
 （�）郷⼟の⽂化‧歴史的資産を活かした保存継承及び意識啓発に資する取り組み 
 （	）地域資源の活⽤に2る定住⼈⼝‧交流⼈⼝の拡⼤に資する取り組み 
 （７）その他、当協議会が特に必要と認めたもの 

 □募集スケジュールと審査 
  募集期間：令和８年７⽉1⽇（⽔）〜令和８年９⽉３０⽇（⽔） 
    （注）庄内⾃然エネルギー発電基⾦協議会が設置する学識経験を含むメンバーで構成 
       される審査会を経て助成事業を内定します 
 （１）令和８年１０⽉   助成事業選考審査会 
    ※この事業は、令和９年３⽉の酒⽥市議会の令和９年度予算の成⽴を前提とします。 
 （２）令和９年４⽉    助成⾦交
申請書提出（事業開始） 
 （３）令和10年２⽉まで  事業完了期限 実績報告 
 （４）令和10年３⽉まで  助成⾦交
（事前交
に�いては�相談く�さい。） 

 □助成率及び助成⾦額等 
 （１）助成枠：全体の助成枠は１００万円程度、１件の助成限度基本額２０万円以内 
 （２）助成件数：�件程度 
 （３）助成率：助成対象経費の１０分の１０以内 

 □助成対象経費 
 助成対象経費は助成事業に専ら要する経費です。た�し次のい�れかに該当する経費及び 
 これらに類する経費は対象外です。助成事業申請時、予算書に積算根拠を明記すること。 

 （１）グループや団体（以�、「団体等」という。）の経常的な活動及び運営に要する経費 
 （２）団体等の構成員に対する⼈件費及び謝礼 
 （３）⾷糧費(ボランティア謝礼的なものを除く。) 
 （４）建設費及び備品購⼊費 

 【問合せ先】 詳しくはこ�らの窓⼝に�問い合わせく�さい。 
  酒⽥市地域創⽣部地域みらい創⽣課    担当：丸⼭  ℡ ０２３４（４３）８３２１ 
  遊佐町企画課企画係           担当：⾼橋  ℡ ０２３４（７２）４�２３ 
  ⽣活クラブ連合会            担当：渡辺  ℡ ０３（�２８�）１８９８ 
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庄内自然エネルギー発電基金協議会
事務局　株式会社平田牧場内

〒998-0853 山形県酒田市みずほ 2-17-8
Tel  0234-22-8612　Fax 0234-22-8603

y.shirasaki@hiraboku.co.jp
yumi.takahashi@hiraboku.co.jp

【無断転載を禁じます】


